










要約:クレチン症マススクリーニングの諸段階で発見されなかったクレチン症を,全国調査

し,雑誌,学会既報告例とあわせて集計した。濾紙血スクリーニング段階で正常とされ,後に

臨床的に発見された例は既報告で 7例,今回調査で5例,計 12 例あった。原因の内訳は,事

務上の手違いによるもの 1例,測定の問題(疑い)が 1例,カットオフ値の問題(疑い含む)が

3例,TSH 遅発上昇型クレチン症が 7例と考えられた。濾紙血では異常だが精査では正常で,

後に臨床的に 1例,呼び出しで 5例が発見されている。諸外国の成績よりは非常に低い頻度

である。しかし,前者においては,スクリーニングがたとえ正常でも臨床的に見つかる症例

のあることを啓蒙する必要があること,後者においては,精査で正常でも追跡してある時点

でシンチや TRH 負荷試験などを行う必要があることを提言した。 


